
私たちのまちは、私たちで守る!

相模台地区自治会連合会は、平成

29年 4月から、青パ ト (屋根に青

色回転灯を載せた車両)による防犯
・交通安全啓発活動を主に自治会の

協力を得て行つています。

この1年間の活動実績をもとに、

日本財国の青パ ト助成プログラムに

応募したところ認められ、白黒に塗

りわけた青パ トを購入することがで

きました。

平成 30年 6月 14日、関係者な

ど約 100名 が参加した「新」青パ ト

車両の出発式が行われました。

犯罪 0交通事故の減少を願う地上或

の方々の協力で、私たちの青パ トは

ほぼ毎日、地域を巡回しています !
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地域一番の夏まつり

国病通り (現サウザンロード)にバスの運行
が開始された昭和26年、町会名を「鶴ケ丘自
治会」として発足、68年を迎えました。現在
2′ 087世帯です。自治会区域は、南台 1丁目か
ら6丁目までと広域におよび、同地域内には他
に4つの自治会があり、共同の事業も行つてい
ます。
区域内に行幸道路が通つており、学区の関係

から総含防災訓練・避難所訓練等は、相模台地
区と大獅南地区に分かれます。また、自治会区
域を遮るように米軍住宅があり区画が複雑に入
り組んでいます。
自治会の範囲が広いため、区制度を設け、各

区の運営を区長と評議員が分担しています。定
例役員会を用 1回開催、年間の事業計画をもと
に議論を重ね、実行に移しています。
また、広報活動として「自治会だより」を年

間9回程度発行し、事業のお知らせや報告を掲
載しています。

ハロウイーンで活
JI整

化

昭不□46年、新向田丁会から独立して相模野自
治会が発足し今年で47年になります。また平
成3年に相模原市自治会法人認可第 1号を取得。
自治会法人となり27年、責任がますます大き
くなつてきていると思います。
相模椰自治会は相模台6丁目全域と7丁目の

一部の地域からなり、現在、1′ 086世帯です。
自治会の区域内には、県道村富線を挟んで、東
に誠心第二幼稚園、桜台小学校、相模台中学校、
西に若草小学校、若草中学校があります。

自治会は最大行事のふるさと祭り、防犯交通
パ トロール、防災訓練、美化地域清掃、さつま
いも掘り、年末の餅つき大会、賀詞交歓会、ど
んど焼き、総会など各種の行事を行つています。
30歳代で家を建てた会員も高齢となり、長

年住んだ地所が空き地となるなど自治会運営は
難しい時代となつています。
一方そうした空き地に若い世代が家を建て移

り住み、自治会に加入するケースも日立ってき
ています。これら若い世代の親子に、より積極
的に自治会をアピールするため、若い世代が自
治会館を利用し自治会活動に参加しやすい行事

自治会員の親睦を深めるための最大の事業
は「鶴ケ丘夏まつり」です。南台公園におい
て、子どもと大人のパフォーマンスが<り広
|ザ られる地域一番の夏まつりです。その他、
子ども達の 「じやが芋ほり」や「餅つき大会」、
75歳以上を対象にした「敬老の集い」など、
親睦と絆を深める様々な活動も行つています。

として、昨年 10月末にハロウイーンを新た
に始めました。
少子高齢化時代に自治会のあり方が問われ

ています。当自治会も同様で、いかに若い人
に自治会に興味と関′いをもってもらえるか、
ハロウイーンが一つのきつかけとなり、若い
人の輪が自治会に広がつていけば良いと思い
ます。



松原家族

生まれは、日召和43年4月、神奈川県相模原市

(現南区)双葉 1丁目で産声 |

松原自治会と命名。

生まれた頃は街灯ひとつなく、夜道は民家の

明かりと人魂の明かりが頼り、家と家の間は高

<伸びたススキが「どうだ |」 とばかり伸び放

題、当然のことながら舗装道路もなく、大きな
ヘビや力エル、ネズミの生活通り道 |

いと恐ろしや |

昭和51年4月双葉小学校が開校、入学。

第 1回 目の運動会 1約 100世帯、小さいながら

も楽しい我が家 |そんな頃に第 1回相模台夏祭

りにも参力□|

前後しますが、8召不□48年 4月には麻溝台中

学校開校、入学。その頃の相模原市民30万人

の一役を担つていたかな。0召和54年 10月、

以前から始めていたバレーボール、ソフトボー

ルで相模台公民館区内での優勝 |その後も地区

体育祭優勝 |などで大活躍 |

昭不□60年には150人家族となつたものの、

その後もなかなか増えず未だに160人家族、

まずは、お隣様との交流を

私たちの自治会は現在、約220世帯で班は
13あります。班長は、 1年交替ですが、当伸
良くやつております。

もともとこの地域は畑地でしたが、日召和30
年代に横浜、川崎から多<の養鶏場が移設され
ました。その後、かなりの養鶏場が他所に移転
しましたが、現在も数か所残つています。以前
は臭いがありましたが、現在は近代化設備をし
まして、以前より快適に思います。
現在の麻満台中学校も養鶏場の跡地ですが、

今では子供たちが元気に勉学に励んでおります。
最近は宅地開発も進み、若い住民も増え、そ

うした住民とのつながりも盛んになつているよ
うです。これからは若い人たちの考えで進めて
いけたらいいのかなと思つております。
自治会では夏祭りや自主防災訓練などさまざ

まな活動をおこなつています。
まずは、お隣様との交流を深めていけば良い

のではと思います。

50歳を迎え当初の松原住民も高齢者の伸間

入り。血気盛んだつた松原家族も衰退の一途

か |||
いやいやまだまだ捨てたものではない。

相模台地区に松原家族有り |

を再編したいものです。

私たちの自治会には自治会館はありません
が、近隣に「さがみ緑風園」などの公共施設
がたくさんありまして気軽に利用できていま
す。

これからも近隣のみなさんとお互いに助け
含いながら活動していきます。



自治金の響型が昨,②坤Γ惑懸公国懺爽艤」
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平成30年 3月、相模原市立総合体育館

の駐車場脇に新しく「麻溝公園前交番」が

開所、相模原南署管内では 12番目の交番

が誕生しました。

これまで、この地域は大沼交番 (東大沼

3丁目)が警察活動を担つていました。し

かし管轄地域が広いことや、周辺には大学、

大学病院、事業所などがあり慢性的に交通

渋滞が発生し現場到着までの時間が予沢」で

きないなどの問題がありました。

こうしたことから、平成 19年度の相模

台地区市政懇談会で麻溝台自治会より交番

新設の提案があり、これを受け翌年、相模

原市長から県詈本部長に対し要望が出され

ました。その後関係機関との間で調整が続

けられ、新設となったものです。

新しい交番の管轄地域は、麻溝台、北里、双葉、御園4
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5丁目、下溝 (一部)と なります。
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食品等を多めに備畜し、定期的にその備畜したものを取り入れ、
消費した分だけ買い足してい<備畜法です。
「□―リング」=回転させながら、「ストック」=畜えておくこと。


